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役場に開設した携帯電話の充電スポット

即席米が並んでいた空の陳列棚（町内店舗）

町内のガソリンスタンドに並ぶ車の列 パンが並んでいた空の陳列棚

（町内のコンビニエンスストア）

灯火が消えた交通信号機

（下愛冠）

平成30年北海道胆振東部地震
突然の地震と停電で足寄町は…

灯火が消えた交通信号機と手信号を行う警察官

　

９
月
６
日
午
前
３
時
８
分
ご
ろ
北
海
道
胆

振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発
生
。

最
大
震
度
は
胆
振
管
内
厚
真
町
で
震
度
７
、

本
町
で
は
震
度
３
を
観
測
し
ま
し
た
。
地
震

発
生
直
後
か
ら
北
海
道
全
域
で
停
電
と
な
り
、

早
期
復
旧
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
町

内
小
学
校
や
中
学
校
、
高
等
学
校
が
休
校
、

町
国
民
健
康
保
険
病
院
が
休
診
、
あ
し
バ
ス

が
運
休
と
な
る
な
ど
、
町
内
で
は
混
乱
と
な

り
ま
し
た
。

　

７
日
午
前
３
時
ご
ろ
に
は
市
街
地
の
一
部
、

午
後
２
時
ご
ろ
に
は
栄
町
な
ど
で
通
電
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
全
域
の
復
旧
に
は

い
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
老
人
憩
の
家
や
上

利
別
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
大
誉
地
集
落
セ

ン
タ
ー
、
ら
わ
ん
蕗
の
里
の
施
設
の
ほ
か
、

シ
ャ
ワ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
総
合
体
育
館
と

温
水
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夕

方
ご
ろ
か
ら
は
固
定
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
、
一
部
の
携
帯
電
話
会
社
を
除
き
携

帯
電
話
の
通
信
が
遮
断
さ
れ
、
連
絡
や
情
報

収
集
の
手
段
が
狭
ま
り
ま
し
た
。

　

８
日
午
前
０
時
18

分
ご
ろ
町
内
全
域
で
通

電
が
開
始
さ
れ
、
午
後
２
時
15

分
ご
ろ
に
は

固
定
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
も
完
全

復
旧
し
ま
し
た
。

　

停
電
時
、
町
内
で
は
灯
火
が
消
え
た
交
通

信
号
機
の
代
わ
り
に
警
察
官
の
手
信
号
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
店
舗
で
は
、
パ
ン
、
即
席
米
、

缶
詰
、
乾
電
池
、
ろ
う
そ
く
な
ど
が
早
々
に

買
い
求
め
ら
れ
、
陳
列
棚
が
空
の
状
態
が
続

き
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
を
買
い
求
め
る
人
の
車
の
長
い
列
が

で
き
、
限
定
し
た
油
種
の
み
の
販
売
を
し
て

い
る
店
舗
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
で

は
携
帯
電
話
の
充
電
ス
ポ
ッ
ト
を
開
設
し
、

約
30

人
が
利
用
し
ま
し
た
。

　

酪
農
家
で
は
停
電
に
よ
る
生
乳
廃
棄
が
１

６
０
ト
ン
で
約
１
，
６
０
０
万
円
の
被
害
と

な
っ
た
ほ
か
、
電
気
が
無
く
搾
乳
が
で
き
な

い
時
間
が
長
く
続
き
、
２
１
３
頭
の
牛
が
乳

房
炎
を
発
症
し
、
そ
の
う
ち
１
頭
が
死
亡
、

３
頭
が
廃
用
と
な
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

足
寄
火
葬
場
で
は
、
本
別
町
か
ら
の
依
頼

を
含
め
た
３
件
の
火
葬
が
発
電
機
で
対
応
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
商
工
業
者
で
は
、
冷
凍

本
町
職
員
を
派
遣

　

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
家
屋
の
倒
壊
や
土

砂
崩
れ
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
胆
振
管

内
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
の
３
町
か

ら
北
海
道
の
災
害
対
策
本
部
に
職
員
の
派
遣

要
請
が
あ
り
、
十
勝
管
内
の
職
員
64

人
、
本

町
か
ら
３
人
の
職
員
を
９
月
15

日
か
ら
５
日

間
派
遣
し
、
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
職
員
は
安
平
町
に
派
遣
さ
れ
、
水

道
復
旧
業
務
１
名
、
一
般
事
務
補
助
業
務
２

名
に
分
か
れ
て
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
水

道
復
旧
は
漏
水
調
査
等
の
水
道
復
旧
に
係
る

業
務
、
一
般
事
務
補
助
は
被
災
し
た
書
庫
や

防
災
倉
庫
か
ら
、
散
乱
し
た
書
類
、
備
蓄
物

品
等
の
移
設
、
墓
地
で
の
墓
石
の
倒
壊
調
査
、

公
営
住
宅
入
居
者
に
利
用
料
減
免
通
知
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
業
務
の
終
了
時
点
で
安
平
町
は
、
水

道
復
旧
エ
リ
ア
が
90

％
を
超
え
る
ま
で
に
復

旧
し
ま
し
た
が
、
一
部
の
地
域
で
は
断
水
が

続
き
、
住
宅
や
店
舗
で
外
壁
な
ど
が
崩
れ
て

い
た
り
、
公
営
住
宅
が
土
砂
災
害
に
よ
る
危

険
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
多
く
の
方
が
避
難

所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

で
し
た
。

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
完
全

な
復
旧
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
有
し
、

今
後
も
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援

が
必
要
な
状
況
で
す
。

今
回
の
停
電
か
ら
学
び
、
今
後
に
備
え
る

　

９
月
６
日
の
停
電
後
、
町
内
の
店
舗
で
は

次
の
物
が
早
々
に
買
い
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
突
然
発
生
し
、
私
た
ち
の
生
活

を
脅
か
し
ま
す
。
今
後
の
非
常
時
に
備
え
て

家
庭
の
常
備
品
を
確
認
し
、
懐
中
電
灯
や
ラ

ジ
オ
は
家
族
で
置
き
場
所
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

生
活
品

：

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

乾
電
池
、
ろ
う
そ
く
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー食
品

：

パ
ン
、
即
席
米
、
即
席
麺
、
缶
詰
、

ゼ
リ
ー

　

オ
ー
ル
電
化
住
宅
は
、
停
電
時
に
も
使
え

る
調
理
器
具
や
暖
房
器
具
を
備
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

停
電
が
起
こ
っ
た
ら

　

再
び
電
気
が
つ
い
た
と
き
の
事
故
防
止
の

た
め
、
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
電

熱
器
具
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
外
に
避
難

す
る
場
合
に
は
電
気
の
消
し
忘
れ
に
よ
る
火

災
・
事
故
（
通
電
火
災
）
を
防
ぐ
た
め
に
、

忘
れ
ず
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

大
規
模
停
電
が
発
生
し
た
場
合
、
本
町
で

は
状
況
に
応
じ
て
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車

で
停
電
や
施
設
開
放
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
知
ら
せ
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
防
災
無
線
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
か
ら
も
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
活
用
く
だ
さ
い
。

　

非
常
事
態
が
発
生
し
た
時
の
不
安
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
、

家
族
で
連
絡
や
行
動
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
非
常
時
は
正
確
な
情
報

の
下
、
慌
て
ず
、
冷
静
な
行
動
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

食
品
、
生
鮮

食
品
な
ど
に

よ
る
商
品
廃

棄
お
よ
び
売

上
損
失
、
宿

泊
客
の
予
約

キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
約
２
，

０
０
０
万
円

の
被
害
額
と

な
り
ま
し
た
。
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敬老の日特集
～いつまでも元気に生き生きと～

長

寿

と

健

康

を

祝

し

て

◆
白
寿
を
迎
え
た
方

◆
１
０
０
歳
以
上
の
方

楽
し
い
老
人
の
つ
ど
い

敬
老
の
日
お
祝
い
会

野中　正造さん（113歳）
明治38年７月生まれ

桒尾ヨシ子さん（102歳）
大正５年３月生まれ

原　千代子さん（101歳）
大正６年６月生まれ

須藤　アヤさん（99歳）
大正８年３月生まれ

星　キミヱさん（101歳）
大正６年２月生まれ

難波 ひさ子さん（99歳）
大正８年１月生まれ

菊地トシヱさん（106歳）
明治44年10月生まれ

渡邊　ノブさん（99歳）
大正７年10月生まれ

仁木　淳さん（101歳）
大正６年１月生まれ

野中　清さん（100歳）
大正６年10月生まれ

道上　キヨさん（99歳）
大正８年６月生まれ

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町
内
で
は
敬
老
会
な
ど
の
長
寿
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
に
は
１
０
０
歳
以
上
の
方
が
７
人
、
白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
た
方
が
６
人
お
り
、
野

中
正
造
さ
ん

は
１
１
３
歳
と
男
性
世
界
最
高
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
今
現
在
で
も
お
元
気
で
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
人
生
の
大
先

輩
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
年
、
町
で
は
白
寿
（
99

歳
・
大
正
７
年
９

月
16

日
～
大
正
８
年
９
月
15

日
ま
で
に
出
生
）
、

米
寿
（
88

歳
・
昭
和
４
年
９
月
16

日
～
昭
和
５

年
９
月
15

日
ま
で
に
出
生
）
、
喜
寿
（
77

歳
・
昭

和
15

年
９
月
16

日
～
昭
和
16

年
９
月
15

日
ま

で
に
出
生
）
を
迎
え
た
方
に
、
お
祝
い
と
し

て
足
寄
町
商
工
会
商
品
券
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
長
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
15

日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
國
見

勲
会
長
）
主
催
の
第
45

回
楽
し
い
老
人
の
つ

ど
い
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
内
各
地
域
か
ら
お
年

寄
り
な
ど
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
赤
色
・
黄
色
・
青
色
の
３
チ

ー
ム
に
分
か
れ
「
じ
ゃ
ん
け
ん
リ
レ
ー
」
や

「
ラ
イ
ン
カ
ー
リ
ン
グ
」
「
玉
入
れ
」
な
ど

10

種
目
の
競
技
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

９
月
15

日
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
銀
河
の
里
あ
し

ょ
ろ
（
中
山
貴
博
施
設
長
）
で
、
ほ
ほ
え
み

自
治
会
主
催
の
「
敬
老
の
日
お
祝
い
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
渡
辺
俊
一
副
町
長
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
参
加
者
は
食
事
を
し
な
が
ら
、

民
謡
や
舞
踊
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

曽根　隆子さん（99歳）
大正７年10月生まれ



7

まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　

足
寄
町
１
１
０
年
を
記
念
し
て
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」
の
公
開
録
音
を
本
町
で
実
施

し
ま
す
。
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
の
ア
ン
カ
ー
ト
ー
ク
や
小
林
綾
子
さ
ん

の
講
演
会
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12

月
８
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～　
　

※
開
場　

午
後
１
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

第
１
部
「
明
日
へ
の
こ
と
ば
講
演
会
」

　
　
　
　
　

講
師

：

小
林
綾
子
さ
ん

（
女
優
）

　
　
　
　

第
２
部
「
ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　

ア
ン
カ
ー

：

須
磨
佳
津
江
さ
ん

・
迎　

康
子
さ
ん

入
場
料　

無
料

観
覧
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
に
つ
き
１
人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
配
布
窓
口
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）
で
受
け
取
る
か
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
受
け
付
け
、
定
数
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
代
表
者
１
人
に
つ
き
４
枚
ま
で
と
し
ま
す
。

※
１
歳
以
上
の
子
ど
も
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

詳
細
・
申
込
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
担
当　

☎
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－

３
１
８
８

恒久平和を願う

　「池田さんと楽しむ！ストレッチ＆スポー

ツ体験教室」（町教育委員会主催、全３回）

が総合体育館で行われ、15人が参加しました。

　１回目のこの日は、ストレッチとミニバレ

ーを行いました。参加者らは、簡単なストレ

ッチで体を温め、ミニバレーで交流しながら

楽しく汗を流していました。

心地よい汗を流す

　町戦没者追悼式が町消防庁舎団員研修室で

行われ、遺族や来賓など約90人が参列しまし

た。式では参加者全員で黙祷を捧げた後、安

久津勝彦町長が「命や平和の尊さを次の世代

に継承していくことが私たちの責務です」と

式辞を述べたほか、足寄高等学校生徒会長の

松寿めぐみさんらが追悼の言葉を述べました。

8/20

9/5

パントマイムを体感
　芽登小学校（林正浩校長）でパントマイム

鑑賞会が行われ、全国各地で活躍しているク

ラウンＹＡＭＡさんが同校児童（22人）や芽

登保育所の子どもたちにパントマイムなどを

披露し、言葉を用いずに繰り広げられるショ

ーに子どもたちは見逃さないようにと真剣に

見入っていました。

8/30

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

らいおん組（えだまめ） ぱんだ組（じゃがいも）

うさぎ組（たまねぎ）こあら組（にんじん）

こんちはるさん（前列左から４人目）と出場者

大きく育ったよ

8/27 9/3

町認定こども園どんぐりの園児が野菜の収穫を行いました

9/11
8/29

イ

ベ

ン

ト

情

報

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」
公
開
録
音

足
寄
町
１
１
０
年
記
念

足寄町開町１１０年記念

千春歌唱＆ものまね のど自慢大会

　

８
月
26

日
、
松
山
千
春
さ
ん

の
故
郷
で
あ
る

足
寄
町
で
千
春
さ
ん

の
歌
を
気
持
ち
よ
く
歌
っ

て
も
ら
お
う
と
、
今
年
で
２
回
目
と
な
る
「
足

寄
町
開
町
１
１
０
年
記
念　

千
春
歌
唱
＆
も

の
ま
ね
の
ど
自
慢
大
会
」
（
あ
し
ょ
ろ
道
の

駅
前
活
用
推
進
委
員
会
主
催
）
が
あ
し
ょ
ろ

銀
河
ホ
ー
ル
21

前
広
場
で
行
わ
れ
、
炎
天
下

の
中
、
東
京
都
や
函
館
市
な
ど
か
ら
訪
れ
た

20

組
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
者
自
ら
準
備

し
た
音
源
や
演
奏
の
下
、
４
分
間
と
い
う
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
千
春
さ
ん

公
認
の
も
の

ま
ね
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
「
こ
ん
ち
は
る
」
さ
ん

ら
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
道
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
観

客
が
集
ま
り
、
千
春
さ
ん

に
な
り
き
っ
て
気
持

ち
良
く
熱
唱
す
る
出
場
者
に
声
援
や
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

小林さん

迎さん

須磨さん
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消防車の前でポーズを決める伊藤さん

医療事務を体験した安久津さん

平技師から検査方法の説明を受ける川崎さんと

原子さん（写真右から）

　

９
月
８
日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

（
佐
竹
桃
代
園
長
）
で
「
第
12

回
運
動
会
」

が
同
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９

月
６
日
に
発
生
し
た
地
震
の
影
響
で
町
内
全

域
で
停
電
と
な
り
、
こ
の
日
の
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
運
動
会
を
行
う
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う

に
と
予
定
通
り
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
あ
き
ら
め
ず　

ゴ
ー
ル

を
め
ざ
し
て　

が
ん
ば
ろ
う
 
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
個
人
や
団
体
競
技
、
遊
戯
な
ど

を
元
気
に
披
露
し
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
保

護
者
な
ど
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
競
技
の
最
後
に
行
わ
れ
た
年
長
組

に
よ
る
リ
レ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。

　

国
際
ラ
リ
ー
「
ラ
リ
ー
北
海
道
２
０
１
８
」

が
９
月
14

日
に
帯
広
市
北
愛
国
交
流
広
場
で

開
幕
。
３
日
間
、
帯
広
市
や
陸
別
町
、
本
町

な
ど
の
林
道
で
行
わ
れ
た
競
技
に
は
約
70

台

の
ラ
リ
ー
が
走
行
し
、
国
内
外
か
ら
ラ
リ
ー

フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

「
足
寄
ラ
リ
ー
パ
ー
ク
」
で
は
、
あ
し
ょ

ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

北
側
駐
車
場
を
ラ
リ
ー
カ

ー
が
周
回
し
た
ほ
か
、
レ
プ
リ
カ
車
両
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
利
別
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ス
テ
ー
ジ
「
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｅ　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
」

に
は
早
朝
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
多
く
の
人

が
観
戦
に
駆
け
付
け
、
ラ
リ
ー
カ
ー
が
コ
ー

ナ
ー
を
豪
快
に
走
行
す
る
た
び
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

輝く夢に向かって

足寄高等学校
インターンシップ

　

生
徒
の
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
（

川
巧
校
長
）

２
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

が
足
寄
町
と
陸
別
町
に
あ
る
24

カ
所
の
事
業

所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
９
月
25

日
と
26

日
に
町
役
場
を
訪

れ
た
同
校
生
徒
３
人
は
、
初
日
に
安
久
津
勝

彦
町
長
の
講
話
の
後
、
総
務
課
で
電
話
応
対

や
事
務
作
業
、
施
設
見
学
を
行
い
、
２
日
目

は
広
報
広
聴
担
当
と
し
て
他
の
生
徒
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
場
を
取
材
し
ま
し
た
。

※
以
下
の
記
事
は
足
寄
高
等
学
校
生
徒
が
取

材
の
下
、
作
成
し
た
も
の
で
す
。（
職
員
が

校
正
を
行
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

■
足
高
生
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
！

　

９
月
20

日
か
ら
30

日
の
間
で
足
寄
高
等
学

校
の
２
年
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
26

日
に
足
寄
消
防
署

と
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、
足
寄
町
役
場
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
忙
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。
患
者
さ
ん
の

対
応
を
し
て
い
た
池
上
さ
ん

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
挨
拶
を
基
本
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

臨
床
に
関
す
る
仕
事
を
川
崎
冬
馬
さ
ん

と
原

子
吏
華
さ
ん

が
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
私
達
が

取
材
し
た
時
に
は
尿
検
査
の
説
明
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
説
明
を
受
け
た
２
人

は
「
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
突
き
詰
め
て
い
く

こ
と
が 

す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
し
た
。

　

菅
野
菜
々
子
さ
ん

、
久
保
穂
ノ
花
さ
ん

、
佐
々

木
文
音
さ
ん

、
山
田
陸
玖
さ
ん

が
看
護
の
仕
事
の

説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
「
自
分
の
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
何
を
学
ん
で
も
新
鮮
で 

楽
し
い
」
と
一
同
声
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
い

ま
し
た
。

町
役
場

　

瀬
下
彩
乃
さ
ん

、
斉
藤
澪
さ
ん

、
舘
結
奈
さ
ん

は

総
務
課
で
仕
事
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

外
に
も
役
場
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

町
づ
く
り
の
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
記
事
を
執
筆
す
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
「
こ
う
し
て
役
場

の
体
験
を
し
て
み
る
と
職
員
の
方
々
は
本
当

に
こ
の
町
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
」
と
斉

藤
さ
ん

は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

消
防
署

　

伊
藤
力
哉
さ
ん

が
２
日
目
の
消
防
署
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
満
喫

4

4

し
て
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
主
に
消
防
の
業
務
、
救
急
救
命
の

講
話
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
止
血
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
２
日
目
は
防
火
服
の
着
用
の
仕
方

な
ど
を
行
い
「
重
い
、
暑
い
」
と
慣
れ
な
い

防
火
服
に
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

町
国
民
健
康
保
険
病
院

　

受
付
で
は
安
久
津
亜
弥
さ
ん

と
池
上
歩
実
さ
ん

が
医
療
事
務
の
業
務
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ル
テ
を
抱
え
て
院
内
を
行
っ
た
り
来
た
り

どんぐり運動会

ラリー北海道
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平成30年度　全国学力・学習状況調査結果

　本年４月17日に町内小学校６年生（58人）と中学校３年生（50人）を対象に国語、算数（数学）、理

科の３教科に関する調査と生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査が実施されましたので、結果を公

表します。全国学力・学習状況調査は、児童生徒の学力や学習状況を調査・分析し、教育施策の成果と

課題の検証・改善、また学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること

を目的に毎年実施されています。教育委員会では、この調査結果を活用し、今後も教育の改善・充実に

努めていきます。

　なお、調査の目的や結果は学力の特定の一部分であり、学校の教育活動の一側面であることを申し添

えます。

詳　細　　教育委員会教育支援担当　☎２５－３１８８

■〇理解し身に付いている内容 ■生活習慣や学習環境に関する調査

小学６年生 中学３年生

国 　 語

・目的に応じて必要

な情報を捉える

・他のものと比較し

て書くことでよさ

が伝わることを捉

える

・段落が文章全体の

中で果たす役割を

捉える

・話合いの話題や方

向を捉えて的確に

話す

算 　 数

数 　 学

・数量の関係を理解

し、数直線上に表

すことができる

・除数が小数である

場合でも除法を用

いることを理解し

ている

・簡単な比例式を解

くことができる

・長方形やひし形が

平行四辺形の特別

な形であることを

理解している

理 　 科

・堆積作用について

科学的な言葉や概

念を理解している

・考察した内容を検

討し、台風の進路

を決める条件を指

摘できる

【自分には良いところがあると思う】

小学６年生 中学３年生

足 寄 町 ４６.６％ ４８.０％

北 海 道 ３８.７％ ３４.４％

全 国 ４１.２％ ３３.７％

【先生はあなたの良いところを認めてくれる】

小学６年生 中学３年生

足 寄 町 ５０.０％ ３６.０％

北 海 道 ４０.９％ ３４.４％

全 国 ４２.５％ ３２.５％

【家で学校の宿題をしていますか】

小学６年生 中学３年生

足 寄 町 ８７.９％ ７２.０％

北 海 道 ８３.６％ ６８.８％

全 国 ８７.９％ ６８.５％

【学校の授業以外１日当たり２～３時間勉強している】

小学６年生 中学３年生

足 寄 町 　６.９％ １０.０％

北 海 道 １２.８％ ２２.６％

全 国 １６.８％ ２５.９％

【１日当たりの読書の時間～まったくしない】

小学６年生 中学３年生

足 寄 町 ３１.０％ ２８.０％

北 海 道 ２２.１％ ３０.７％

全 国 １８.７％ ３２.９％

■〇課題のある内容　

小学６年生 中学３年生

国 　 語

・目的に応じ内容を

押さえ、自分の考

えを明確にしなが

ら読む

・主語と述語の関係

などに注意して文

を正しく書く

・行書の基礎的な書

き方を理解して書

く

・場面の展開や登場

人物の描写に注意

して読み、内容を

理解する

算 　 数

数 　 学

・百分率を求めるこ

とができる

・直径の長さと円周

の長さの関係につ

いて理解している

・絶対値の意味を理

解している

・一次関数の意味を

理解している

理 　 科

・物を水に溶かして

も全体の重さは変

わらないことを体

積が増えた食塩水

に適用できる

・オームの法則を使

って、抵抗の値を

求めることができ

る

■平成30年度　全道・全国との比較（おおむね同様 　やや下回る ）

国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 算数・数学Ａ（知識） 算数・数学Ｂ（活用） 理　　科

小学６年生

中学３年生

全道 全国 全道 全国 全道 全国 全道 全国 全道 全国

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て

　
　
　
商
品
券
を
も
ら
お
う
！

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
自
ら
の
健
康
増
進
に
関

心
を
持
ち
、
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
あ

し
ょ
ろ
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
が
５
月
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

「
あ
し
ょ
ろ
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
と
は

　

各
種
健
康
診
断
を
受
診
し
た
り
、
健
康
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
す
る
と
「
健
康

ポ
イ
ン
ト
」
が
た
ま
り
、
６
ポ
イ
ン
ト
達
成

す
る
と
、
町
内
で
使
え
る
１
，
０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

20

歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
、
本
年
５
月

か
ら
平
成
31

年
２
月
末
日
ま
で
の
期
間
で
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た

対
象
事
業
な
ど
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
下
記
の
「
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
ポ
イ
ン
ト
に
達
成
し
た
方
は
、
書
類
等

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
福
祉

課
に
連
絡
の
上
、
窓
口
で
商
品
券
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
（
１
人
１
回
）
。

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

〈
健
康
診
断
等
〉

□
健
康
診
断
（
国
保
特
定
健
診
、
す
こ
や
か

健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
各
職
場
健
診
、

デ
ー
タ
受
領
）
①

□
脳
ド
ッ
ク
②

□
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
⑤

□
胃
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
職
場
健
診
）

①
□
肺
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
職
場
健
診
）

①
□
大
腸
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
職
場
健

診
）
①

□
前
立
腺
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
職
場

健
診
）
①

□
子
宮
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
個
別
検

診
・
職
場
健
診
）
①

□
乳
が
ん
検
診
（
町
集
団
健
診
・
個
別
検
診
・

職
場
健
診
）
①

□
結
核
検
診
①

□
歯
周
病
検
診
①

□
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
①

□
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
①

□
献
血
①

〈
保
健
事
業
等
〉

□
健
康
づ
く
り
講
演
会
「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
」

　

※
６
月
19

日
実
施　

①

□
腎
臓
食
学
習
会
※
２
月
実
施
予
定　

①

□
健
康
づ
く
り
講
演
会
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

　

※
２
月
実
施
予
定　

①

□
認
知
症
予
防
教
室
「
あ
た
ま
と
か
ら
だ
の

健
康
教
室
」
※
半
分
以
上
の
参
加　

①

□
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
※
10

月
15

日
実
施　

①

〈
教
育
委
員
会
事
業
〉

□
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
※
７
月
・
11

月
実

施　

①

□
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
旅
※
６

月
17

日
実
施　

①

□
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
※
９
月
実
施　

①

□
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
※
８
月
26

日
実

施　

①

□
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
※
10

月
８
日
実
施　

①

　

語
尾
の
数
字
は
ポ
イ
ン
ト
数
を
表
し
て
い

ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
11

月
29

日
、
30

日
の
２
日
間
、

町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
集
団
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
イ
ン
ト
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

11

月
29

日
㈭

　
　
　
　
　
　

30

日
㈮

　
　
　
　

午
前
７
時
～
10

時

　
　
　
　

（
先
着
順
時
間
予
約
制
）

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

対　

象

　

国
保
特
定
健
診

　
　

：

40

～
74

歳
の
国
保
加
入
者

　

す
こ
や
か
健
診

　
　

：

35

～
39

歳
の
町
民

　

後
期
高
齢
者
健
診

　
　

：

後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者

料　

金　

無
料

※
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

が
ん
検
診
を
有
料
で
追
加
で
き
ま
す
。

健
康
診
断
申
込
期
限　

10

月
31

日
㈬

詳
細
・
申
込
先

　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎

25

－

２
５
７
１
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髙安ユミ子消費生活相談員

第
71

回

「
災
害
は
突
然
や
っ
て
く
る
」

～
地
震
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

 
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
～

　

私
は
、
９
月
に
発
生
し
た
平
成
30

年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
日
頃
の
防
災
対
策
が
大

事
な
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
、
今
回

は
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
後
に
起
こ
り
や

す
い
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介

し
ま
す
。

〈
相
談
事
例
〉

①
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
場
合

Ｑ
：
地
震
で
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
判
定
さ

れ
た
た
め
、
避
難
さ
せ
ら
れ
た
。
避
難
し
て

い
る
間
の
家
賃
は
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
？

Ａ

：

家
賃
は
通
常
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
部

屋
を
貸
主
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
へ
の
対
価

で
す
の
で
、
改
め
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
家
賃
を
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
場
合

Ｑ

：

被
災
し
た
ア
パ
ー
ト
か
ら
退
去
し
よ
う

と
思
い
、
貸
主
に
連
絡
し
た
ら
違
約
金
を
請

求
さ
れ
た
。
契
約
書
に
も
同
意
し
た
が
災
害

の
場
合
も
支
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。

Ａ

：

住
み
続
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
被
害
が
あ

っ
て
退
去
し
た
い
と
申
し
出
た
場
合
、
契
約

書
の
中
に
「
天
災
の
よ
う
な
不
可
抗
力
で
あ

っ
て
も
違
約
金
を
払
う
も
の
と
す
る
」
と
の

記
述
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
高
額
な
違
約
金

が
設
定
さ
れ
て
い
る
時
は
消
費
者
契
約
法
に

よ
り
、
無
効
を
主
張
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
弁
護
士
会
な
ど
に
法
律
相
談
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
こ
こ
も
ポ
イ
ン
ト
 

】

　

貸
主
側
か
ら
退
去
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
や
む
を
得
ず
退
去
を
促
さ
れ
た

場
合
で
も
建
物
が
滅
失
し
て
い
な
い
以
上
は

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
窓

ガ
ラ
ス
破
損
な
ど
の
修
繕
費
は
貸
主
の
負
担

で
あ
り
、
修
繕
が
不
可
能
な
場
合
は
家
賃
の

減
額
請
求
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
所
有
す
る
建
物
等
の
修
理
の
場
合

Ｑ

：

業
者
に
災
害
で
壊
れ
た
屋
根
の
修
理
を

依
頼
し
た
ら
高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

Ａ

：

業
者
に
請
求
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
し
た
覚
え
の
な
い
工
事
や
修
理
費
が
含

ま
れ
て
い
た
場
合
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

契
約
書
を
交
わ
す
際
に
は
、
業
者
の
説
明
を

う
の
み
に
し
な
い
で
複
数
の
会
社
か
ら
見
積

も
り
を
取
り
、
内
容
を
十
分
に
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

【
こ
こ
も
ポ
イ
ン
ト
 

】

　

災
害
の
後
、
自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
り
、

電
話
で
強
引
に
修
理
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い

ま
す
。
す
で
に
修
理
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
特
定
商
取
引
法
で
は
契
約
書
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
契

約
書
に
不
備
な
記
載
が
あ
る
と
き
は
正
式
な

書
面
を
受
け
取
る
ま
で
、
い
つ
で
も
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

④
架
空
請
求
や
不
審
な
勧
誘
に
つ
い
て

Ｑ

：

災
害
義
援
金
と
し
て
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
の
番
号
」
を
知
ら
せ
る
方
法
で
受
付
け

る
と
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
来
た
。

Ａ

：

義
援
金
や
支
援
物
資
を
募
る
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
り
、
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
募
集

し
て
い
る
団
体
が
実
在
し
て
い
る
の
か
、
使

い
道
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
か
を
よ
く
確

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎

28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

認
し
、
納
得
し
た
上
で
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

：

被
災
地
に
物
資
を
送
り
た
い
の
で
未
使

用
の
商
品
や
不
用
品
な
ど
を
集
め
て
い
る
と

の
電
話
が
あ
っ
た
。
断
っ
た
の
に
近
所
を
回

っ
て
い
る
と
家
に
押
し
か
け
て
き
た
。

Ａ

：

消
費
者
の
側
か
ら
依
頼
し
て
い
な
い
の

に
突
然
訪
問
し
て
商
品
を
買
い
取
る
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
に
あ
げ
た
り
せ
ず
に
警
察
や
消
費
生
活

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
こ
も
ポ
イ
ン
ト
 

】

　

投
げ
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
不
用
品
回
収
を

呼
び
掛
け
る
業
者
も
い
ま
す
が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
高
額
な
処
理
料
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、

不
法
投
棄
に
加
担
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
所
に
電
話
が
通
じ
な
い
と
き

は
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
か
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
局
番
は
不
要
で
す
。「
嫌
や
 
（
イ
ヤ
ヤ
 

）

泣
き
寝
入
り
 

」
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

北
海
道
で
は
、
毎

年
「
秋
の
火
災
予
防

運
動
」
を
実
施
し
、

10

月
15

日
か
ら
31

日

ま
で
を
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
空

気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一

層
の
普
及
と
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
を
中
心
と
す
る
死
傷
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災
予

防
運
動
期
間
に
併
わ
せ
、
消
防
団
員
に
よ
る

夜
間
警
戒
や
防
火
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
、

女
性
団
員
に
よ
る
独
居
老
人
宅
防
火
訪
問
等

を
実
施
し
ま
す
。

　

冬
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
等
の
火
気
を
使

用
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
「
慣
れ
」
や
「
油
断
」
か
ら
火
災
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
も
防
火
の
重
要
性
を
十
分

に
自
覚
し
、
次
の
「
い
の
ち
を
守
る　

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
参
考
に
普
段
の
生
活
の
中

で
火
災
予
防
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

 

～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
防
炎
物
品
を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
近
隣
住
民
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

ま
た
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

住
宅
周
り
に
置
い
て
い
る
可
燃
物
の
処
理
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動
確
認
、
電
化
製

品
の
コ
ン
セ
ン
ト
付
近
の
清
掃
・
点
検
、
ス

ト
ー
ブ
の
始
動
点
検
を
す
る
等
、
住
宅
内
外

を
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

足
寄
消
防
署 

☎

25

－

２
６
１
９

消防通信　第31号

前　略

足寄消防署より

秋
の

火
災
予
防
運
動

年
間
出
動
件
数 

（
９
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動 

２
７
９
件
（
15
件
減
）

火
災
出
動 

７
件
（
同　

数
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

果
て
し
な
く
干
草
ロ
ー
ル
点
々
と 
山
岸　

清
子

亡
き
姉
の
面
影
ふ
っ
と
夏
の
月 
小
山　

博
子

手
に
団
扇
女
将
笑
顔
の
お
も
て
な
し 
坂
本　

夢
乃

仏
壇
へ
姑
好
み
の
水
羊
か
ん 
湯
浅　

保
子

湯
上
り
の
肌
に
ほ
ど
よ
き
団
扇
か
ぜ 

吉
田　

哲
子

踊
子
の
背
に
揃
い
の
団
扇
か
な 

高
橋
と
し
子

影
光
る
水
羊
か
ん
の
ガ
ラ
ス
皿 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 
句

町民文芸
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お
知
ら
せ

里
見
が
丘
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　

11

月
上
旬
か
ら
木
製
遊
具
（
陸
上
競
技
場

横
）
の
撤
去
工
事
を
実
施
し
、
来
春
か
ら
新

た
な
遊
具
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
里
見
が
丘
公
園
内
の
ふ
わ
ふ
わ
ド

ー
ム
の
今
年
の
利
用
は
10

月
末
で
終
了
し
ま

す
。
足
湯
施
設
（
内
湯
の
み
）
に
つ
い
て
は

通
年
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

建
設
課
管
理
・
都
市
計
画
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
７
４

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事
に
つ
い
て

　

足
寄
町
の
一
部
に
お
い
て
携
帯
電
話
事
業

者
に
よ
る
新
し
い
電
波
の
利
用
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
そ
の
電
波
が
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
７
０

０
Ｍ
Ｈ
Ｚ

利
用
推
進
協
会
に
お
い
て
テ
レ
ビ

受
信
障
害
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
11

月

22

日
ご
ろ
か
ら
事
前
に
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響

が
出
る
恐
れ
が
あ
る
一
部
地
域
の
ご
家
庭
に
、

チ
ラ
シ
の
投
函
ま
た
は
訪
問
を
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

工
事
の
費
用
は
全
て
７
０
０
Ｍ
Ｈ
Ｚ

利
用

推
進
協
会
の
費
用
負
担
（
無
償
）
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
作
業
者
は
「
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
員
証
」
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
提
示
を
求
め
、
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
Ｚ

利
用

推
進
協
会
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎

０
１
２
０

－

７
０
０

－

０
１
２

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

総
務
省
で
は
、
10

月
15

日
か
ら
21

日
ま
で

の
１
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

行
政
相
談
と
は
、
行
政
へ
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
、
行
政
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
を
受
け
付
け
る
制
度
で
す
。
手
続
き
が
わ

か
り
に
く
い
、
安
全
性
に
欠
け
る
（
公
共
）

施
設
が
あ
る
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細　

総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局 

☎

０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間

期
間　

11

月
12

日
㈪
～
18

日
㈰

専
用
電
話
番
号

　

☎

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

受
付
時
間　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時

※
土
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員詳
細　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎

０
１
５
４

－

31

－

５
０
１
４

自
賠
責
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
29

年
の
事
故
発

生
件
数
は
約
47

万
件
、
死
傷
者
数
は
約
58

万

人
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事

故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
車
、
バ

イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ

と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
制
度
で
す
。

詳
細　

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運

輸
支
局
☎

０
１
５
５

－

33

－

３
２
８
６

10

月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油
を

混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
か
ら
軽
油
を
製
造

し
た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら
を
販
売
・

使
用
す
る
こ
と
は
、
脱
税
行
為
で
あ
り
、
悪

質
な
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒

素
酸
化
物
を
増
加
さ
せ
、
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
り
私
た
ち
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
軽
油
の
抜
取
調
査
な
ど
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
「
不
正
軽
油
」
の
話

を
聞
い
た
り
、
見
た
り
し
た
時
は
、
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

　

☎

０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

１
１
０

詳
細　

十
勝
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間

税
係
☎

０
１
５
５

－

27

－

８
５
１
０

バ
ス
運
転
体
験
＆
合
同
就
職
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

地
域
公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
向
け
た
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
バ
ス
運
転
手
不
足
の
解
消

に
向
け
て
、
十
勝
地
区
バ
ス
協
会
、
十
勝
総

合
振
興
局
な
ど
の
主
催
で
、
「
バ
ス
運
転
体

験
＆
合
同
就
職
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
興
味
・
関
心

が
あ
る
方
、
就
職
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10

月
27

日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所　

帯
広
運
転
免
許
試
験
場
（
帯
広
市
西

19

条
北
２
丁
目
）

内
容　

バ
ス
運
転
体
験
、
合
同
就
職
説
明
会
、

バ
ス
＆
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

ほ
か

※
バ
ス
運
転
体
験
に
は
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
が
必
要
で
す
。

申
込
先
・
詳
細　

十
勝
地
区
バ
ス
協
会
事
務

局
（
鈴
木
・
長
沢
）

☎

０
１
５
５

－

37

－

６
５
０
０

く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会

　

十
勝
で
活
躍
す
る
10

士
業
が
一
堂
に
集
ま

り
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
遺
産
相

続
、
介
護
問
題
、
離
婚
問
題
な
ど
幅
広
い
分

野
に
対
応
し
ま
す
。

日
時　

11

月
４
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30

分
ま
で
）

場
所　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室
（
帯

広
市
西
４
条
南
13

丁
目
）

相
談
者　

弁
護
士
、
社
会
福
祉
士
、
司
法
書

士
、
建
築
士
、
行
政
書
士
、
税
理
士
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
社
会
保
険
労

務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
ほ
か

詳
細　

く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
実
行

委
員
会
（
帯
広
商
工
会
議
所
経
営
相
談
課
）

☎

０
１
５
５

－

25

－

７
１
２
１

北
海
道
最
低
賃
金

最
低
賃
金　

８
３
５
円

効
力
発
生
日　

10

月
１
日
㈪

平
成
31

年
度
入
校
生
募
集

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生
（
訓
練

期
間
１
年
ま
た
は
２
年
）
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

11

月
１
日
㈭
～
20

日
㈫

試
験
日　

12

月
３
日
㈪

詳
細　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
☎

０
１
２
５

－
52

－

２
７
７
４

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集

応
募
資
格　

中
卒
（
見
込
み
含
む
）
、
17

歳

未
満
の
男
子

受
付
期
間　

推
薦

：

11

月
１
日
㈭
～
30

日
㈮

一
般

：

11

月
１
日
㈭
～
平
成
31

年
１
月
７
日

㈪試
験
日　

推
薦

：

平
成
31

年
１
月
５
日
㈯
～

７
日
㈪
ま
で
の
指
定
す
る
日　

一
般

：

平
成

31

年
１
月
19

日
㈯

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

本別町から陸別町から

「本のまち夢づくり講演会」のお知らせ第57回　陸別町文化祭

　花と妖精などの美

しいイラストでおな

じみの永田萠 (なが

たもえ )さんを京都か

らお招きし、夢を持

つことの大切さを語

っていただきます。

自作の読み聞かせや

サイン会も予定して

います。ぜひご来場

ください。

日　時　11月２日㈮　午後６時30分～

　　　　開場　午後６時

場　所　本別町体育館中ホール

　　　　（本別町北２丁目　☎２２－２３３１）

講　師　イラストレーター・絵本作家

　　　　・エッセイスト　永田　萠さん

入場料　無料（申込不要）

詳　細　本別町図書館（本別町北２丁目）

　　　　☎２２－５１１２

　町民による絵画、写真、書道、手芸などの作

品や芸能発表をお楽しみください。皆さんのご

来場をお待ちしています。

展示部門（タウンホール）

　10月27日㈯～11月３日㈯ 午前９時～午後６時

芸能発表（タウンホール）

　11月４日㈰　午後１時～３時30分

詳　細　陸別町教育委員会☎２７－２１２３

募
　
集
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☆緊急地震速報で目覚めた９月６日午

前３時すぎ。大きな揺れのあと、家

の電気が付かないため外を見渡すと

あたりは真っ暗。停電の復旧見込み

がはっきりしない中、夜明けを迎え

ました。

☆そんな中、インターネット上では、

「今回の地震は余震で２日以内に本

震が来る可能性が非常に高い」とか

「足寄町内で○時間後に断水するら

しい」といったデマや根拠の乏しい

投稿があふれました。情報がほしい

時に入手できないと、不安になり、

あやふやな情報を信じそうになるか

も知れませんが、こういう時だから

こそ、冷静に公的機関の実際の発表

を確認するなど十分な注意が必要だ

と感じました。

阿部　宗
そう

依
い

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年10月13日生まれ）

　日々、怒と哀の暴走に、父困

惑、兄避難、母ため息。振り回

される家族。でも喜と楽の瞬間

に見せる笑顔に、皆が思う。我

が家に来てくれてありがとう！

 孝志・亜希子さんの子

 （西町６丁目）

　９月８日㈯に行われた「足寄町認定こども

園どんぐり運動会」でのスナップです。

 （⇒８ページ）　

ひとのうごき

９月末の住民基本台帳

人　口　　６，９５７　人　（－18)

　男　　　３，３８４　人　（－６)

　女　　　３，５７３　人　（－12)

世　帯　　３，５３３世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

和田　青
あお

士
と

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年10月28日生まれ）

　愛想が良く、青士を見るとみ

んなが笑顔になります。毎日楽

しませてくれて、パパとママは

幸せ。これからもよく食べ、よ

く寝て健やかに成長してね。

 圭史・季佳さんの子

 （南４条４丁目）
安田　優

ゆ

里
り

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年10月23日生まれ）

　「アンパンチ !!」とよく寝言

を言う娘。お話好きで、毎回レ

ジの方にお菓子の説明をし、な

んとも滑稽です。お姉ちゃんに

なり、日々たくましく成長して

います。 英憲・志芳さんの子

 （西町２丁目）


